
ニッケルの再資源化はニッケルのライフサイクルにおける重要な要素であり、持続

可能な世界のため重要な貢献を行っています。ステンレス鋼などのニッケル含有

製品は耐久性があるため、長年にわたり使用されます。ニッケルの需要は伸びており、

ニッケルのリサイクルは一次生産を補完する解決策のひとつです。
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ニッケルのリサイクルにより、世界の
ニッケル関連CO2排出量は1/3※3削減
されました。
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使用済ニッケル（EOL）※4 のリサイクル率

ニッケルは持続可能な天然
資源(元素)であり、消費され
て無くなることはありませ
ん。品質を損なうことなく、何
度も繰り返して完全にリサイ
クルすることが可能です。

採掘
将来の
豊富な資源

製品寿命が長いため、
採掘された全ニッケルの
57%はいまだ使用中

使用済材料の
リサイクルの
可能性

使用

完全に
再生利用が可能

製造
ニッケルを
最終製品へ加工

6000万トン以上※1
過去に採掘された
ニッケルの量

6億トン※2
世界中で利用できる
可能性がある
ニッケル資源の量

ニッケル

※5

ニッケル協会
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